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　この防火ポスターは、春の全国火災予防運動行事の一環として、管内小中

学校の児童、生徒に制作していただいたものです。

　子供たちの「火災予防」の願いが込められた、すばらしい作品ばかりです。

『火災予防』の願い込め『火災予防』の願い込め『火災予防』の願い込め

☆参加人員 １,８１５人
☆出 展 数 ２６４点
☆入 賞 数 ８４点

上堺小２年　本田　功明さん

作 品 入 賞 者防火ポスター展

危険物取扱者試験（予定）

消防本部予防課 ☎0479-72-1916

危険物取扱者保安講習（予定）
（３年に一度の法定義務講習）

●講習日…令和２年１０月２１日（水）
●給油取扱所関係の免状所持者で危険物取扱作業に従事
している者…午前のみ受講
●その他（一般）の危険物施設の免状所持者で危険物取
扱作業に従事している者…午後のみ受講

●講習会場…東総文化会館

甲種防火管理者講習（予定）
●新規講習…令和２年７月、銚子市にて開催予定
　講習会場（未定）
●再講習…令和２年９月、香取市にて開催予定
　講習会場（未定）

●試験日… （前期）令和２年６月頃（予定）
 （後期）令和２年１１月頃（予定）
●試験会場（未定）
●試験種別…甲種・乙１類～乙６類・丙種

お問い合わせ先

消防関係の資格取得と主な講習会
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　災害が発生したとき、市町村から発令された避難情報は、

テレビやラジオ、インターネットなどのほか、防災行政無

線や広報車などで伝達されます。避難場所や安全な避難経

路はどこかなど、ハザードマップで確認しておきましょう。

避難指示・避難勧告
　⇒避難場所へ

避難場所へ逃げられない
　⇒近隣の安全な場所や建物のより安全な部屋へ

利用者端末

画面タッチで通報

避難はいつ　どこに　避難は避難は避難はいつ　どこに　
災害が発生したと

？？？
発令された避難情報は、

？？？

レベル１は、災害への心構えを高める●

●

●

●

●

警戒レベル（３～５は市町村が発令）

レベル２は、ハザードマップなどで避難行動を確認

レベル３は、高齢者や要介護者等が避難

レベル４は、対象地域住民の全員避難（避難指示・避難勧告）

レベル５は、“命を守るための最善の行動を”

いざというときに最適な避難行動が取れるように
大切な家族や周りの人たちとのネットワークを広げ

普段から危機感を持ち、防災・減災について話し合って！

　聴覚や言語に障害のある方を対象とした、１１９番通報システ
ム（メール１１９ＦＡＸ１１９）に、近年スマートフォンの普及に伴
い令和２年２月３日から新たにＮｅｔ１１９というスマートフォン
のチャット機能を使用した新しい通報システムが導入されました。
※事前に登録が必要となります。
 

消防本部警防課指令班

聴覚や言語に障害のある方を対象とした、１１９番通報システ
ム（メ ル１１９ＦＡＸ１１９）に 近年スマ トフ ンの普及に伴

Net119運用開始について

TEL0479-72-0119　FAX0479-72-1119
お問い合わせ先

チャットで
やりとり

確認

線

路

難（避難指示・避難勧告）

に
げ
て！

※イラストはイメージです

（３） 第 43 号消 防 広 報 1 1 9 だ よ り



全国大
会

出場
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出

避難は避難は ？？ ？？ 　当組合の２０１９年の救急出動件数は３,０２９件で過去最高となり、１０年前と比較して約１６％増加
しています。更に救急出動時間（出動～帰署）についても年々増加傾向にあり、管内の救急車が０隊となる
ことで、隣接消防本部の応援を受ける事態が発生しています。
　救急出動時間延長については、救急要請をする側の意識改革の必要性も感じています。昨年の救急出動に
おいて、病院へ搬送された傷病者のおよそ４０％が「軽症」であり、その中の事故形態別でみると自動車同
士の事故が最多となっています。救急車を要請する理由に「交通事故だったから」「家族や友人、居合わせた
人に薦められた」「救急車で病院に行った方が優先的に診てくれると思った」などがあります。要請する前に、
本当に救急車が必要なのかを考えてもらえれば…、そう思われる事案も多くあります。
　救急医療につきましては、全国的に地域の医師、看護師などの医療従事者不足は深刻で、管内における昨
年の救急出動のうち、管外医療機関への搬送が約７５％となり、夜間帯に限ってみれば約９０％に上ります。
救急現場では、傷病者本人や家族から「昼間（数日前）から調子が悪かった」「様子をみていた」などの訴え
を聞くことがあります。日中に要請していれば管内医療機関に搬送でき、出動時間が短縮する可能性があり、
傷病者がある程度元気なうちに自家用車で病院へ向かえれば救急出動件数を減らすことができます。救急車
の出動時間が延びていく、あるいは救急出動件数が多くなれば、必然的に当組合で待機する救急車がなくな
る確率が高まるため、現場到着時間が遅れてしまい、救える命が救えなくなる恐れがあります。例えば、心
肺停止の傷病者に心肺蘇生法を開始する時間が１分遅れるごとに、命の助かる割合は７％～１０％低下して
いき、１０分経過してしまうと、ほぼ助からない状態となってしまいます。助かったとしても、心臓が完全
に停止し、脳に酸素が送られない状態が３～４分以上続くと、重い後遺症が残る恐れがあるのです。もし、
自分の大切な人がそうなってしまったら…。
　 地域の限られた救急車を有効に活用し、「緊急性の高い傷病者にできるだけ早く救急車が到着できるよう
にする」このような、安心して利用することのできる救急体制を目指していきたいと思います。

救急車の出動時間が延びるということ
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区　　　　分
消 防 本 部
匝瑳消防署
横芝光消防署
野 栄 分 署
合　　　　計

平成３０年４月１日
　２１人
　４１人
　２７人
　２０人
１０９人

平成３１年４月１日
　２１人
　３９人
　２９人
　２０人
１０９人

１　職員の任免及び職員数に関する状況
　ア　署所別職員数

採用者数
０人

退職者数
２人

　イ　採用・退職者　平成３０年度採用及び退職した職員の状況

給　料
２９４,５２４円

手　当
７２,０５５円

合　計
３６６,５７９円

３　職員の給与の状況　基本給与の平均月額　（平成３０年４月現在）

区　　　分

厚　生　制　度

共　済　制　度

公務災害補償制度

項　　　　　　　　　　　　目
・定期健康診断など
・匝瑳市横芝光町消防組合職員親交会が実施する補助・給付事業など
・千葉県市町村職員互助会が実施する給付・福利厚生事業など
退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金の支給、健康保険、出産一時金・埋葬料の給付
疾病予防（人間ドック補助など）の実施
公務上・通勤途上の負傷・疾病に対する療養補助・休業補償・障害補償・遺族補償

注１　「勤務条件に関する措置要求」とは、公平委員会に対し、職員が給与・勤務時間などの勤務条件に関して、消防組合が適切な措置を講ずる
よう要求できる制度です。

　２　「不利益処分に関する審査請求」とは、職員が懲戒処分などの不利益処分を受けた場合で不服があるときに、公平委員会に対し審査請求･
異議申立てができる制度です。

区　　　分
該当の有無

勤務条件に関する措置の要求
無

不利益処分に関する審査請求
無

11　公平委員会の業務状況

１週間の勤務時間

勤　務　時　間

休　　　　　日

休　　　　　暇

３８時間４５分
・毎日勤務の職員 消防本部（警防課指令班の職員を除く。）の職員、署長
　 ７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）
・隔日勤務の職員 消防署（署長を除く。）の職員及び警防課指令班の職員
 １５時間３０分（８時００分～翌日の８時００分）
・毎日勤務の職員 土曜日、日曜日、祝日、年末年始
・隔日勤務の職員 ４週間を通じて８日間
年次休暇、療養休暇、特別休暇、看護休暇

４　職員の勤務時間・勤務条件の状況

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

５　職員の休業の状況
育児休業取得者数（子が３歳になるまで。無給）０人
６　職員の分限・懲戒処分の状況
ア　分限処分　０人　　イ　懲戒処分　０人
７　職員の服務の状況
　地方公務員法により、信用失墜行為の禁止・秘密を守る義務・職務専念義務・政治的行為の制限・争議行為の禁止・営利企業等の従事制限
などの義務規定・禁止規定が定められています。
８　職員の退職管理の状況
ア　職員の退職管理について
　平成２８年４月１日施行の改正地方公務員法により、職員の退職管理に関し、元職員による現職職員への働きかけを禁止するなどの規
制が開始されました。 
　これに伴い、「匝瑳市横芝光町消防組合職員の退職管理に関する条例」等を制定し、適正な退職管理に取り組んでいます。
イ　再就職者による依頼等の規制
　元職員が本消防組合を離職後に営利企業等に再就職した場合、離職前５年間又は管理監督の地位に就いていた間の職務に関するものに
関し、現職職員への働きかけ（契約や処分の依頼・要求）を行うことが離職後２年間禁止されます。（在職中に自らが決定した契約等の事
務については、期限の定めなく禁止されます。）
ウ　再就職情報の届出
　管理監督の地位に就いていた元職員に対しては、本消防組合を離職後２年間、営利企業等に再就職した場合に任命権者へ届出を行うこ
とを義務付けています。

９　職員の研修の状況
　職員の能力の向上を図ることを目的に、消防大学校及び千葉県消防学校における研修並びに病院における救急隊員及び救急救命士の研修
など業務の専門研修受講のために研修機関に職員を派遣するとともに、講師を招いて研修を実施しています。

２　職員の人事評価の状況
ア　職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた業績を公正に把握することで、職員の主体的な職務の
遂行及びより高い能力を持った公務員の育成を行うとともに、能力・実績に基づく人事管理を行うことにより、組織
全体の士気高揚を促し、公務能率の向上につなげることを目的として人事評価を実施しています。
イ　能力評価（職務遂行課程において発揮された職員の能力を評価）と業務評価（職員があらかじめ設定した業務目標の
達成度、その他設定目標以外の取組の業績を評価）により実施しています。
ウ　職員の任用、分限その他の人事管理の基礎として活用します。

匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合

10　職員の福祉及び利益の保護の状況

『火災予防』の願い込め
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防
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.sosa119.jp/

〒
289－2146　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ホ
715番

地
T
E
L
 0479（

72）
1917　

F
A
X
 0479（

73）
6339

救
急
業
務
の
高
度
化
、
住
民
等
へ
の
応
急

手
当
の
普
及
促
進
な
ど
、
救
急
業
務
の
更

な
る
充
実
を
促
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

国
保
旭
中
央
病
院
で
は
、
令
和
元
年
十

一
月
一
日
か
ら
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
消
防
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、
救
急
専
門
医
や
看
護
師
が
乗
り

込
み
出
動
し
、
現
場
も
し
く
は
ド
ッ
キ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
い
ち
早
く
駆
け
つ
け
治
療

を
開
始
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

今
後
も
重
症
患
者
等
の
救
命
率
の
向
上

を
図
る
た
め
、
現
行
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
あ

わ
せ
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を
有
効
活
用
し
て

い
く
と
と
も
に
、
組
合
に
お
い
て
も
、
救
急

救
命
士
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
火
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
火

災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
な
ど
の
被
害
低
減
の

た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
や
維

持
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
内
、
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
高

い
状
況
に
あ
る
た
め
、
組
合
で
は
独
居
高

齢
者
住
宅
を
中
心
に
訪
問
し
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
取
り
付
け
支
援
や
防
火
診
断

等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、「
消
防
広
報
１
１
９
だ

よ
り
」
を
通
し
て
、
各
種
情
報
等
を
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
組
合
管
内
の
皆
様

が
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

消
防
防
災
体
制
の
充
実
・
強
化
及
び
消
防

活
動
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
１
９
だ
よ
り
発
刊
ご
挨
拶

災害区分
火　　災
救　　急
救　　助
災　　害
救急支援
合　　計

匝 瑳 市
２６

１,７６０
２７
１０４
２８７

２,２０４

横芝光町
１８

１,２３７
１６
５１
１９６

１,５１８

小　　計
４４

２,９９７
４３
１５５
４８３

３,７２２

管　　外
１
３２
０
０
０
３３

合　　計
４５

３,０２９
４３
１５５
４８３

３,７５５

（単位：件）

市 横芝光町 小　　計 管

令和元年 消防活動統計

消防長

佐久間 三喜男

　

平
成
三
十
一
年
四
月
に
消
防
長
を
拝
命

し
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
佐
久
間
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

組
合
管
内
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
消

防
行
政
の
円
滑
な
推
進
に
格
別
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
襲
来
し
た
台
風
十
五
号
、
十
九
号
及

び
十
月
二
十
五
日
の
大
雨
は
、
匝
瑳
市
並

び
に
横
芝
光
町
を
含
め
、
東
日
本
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
防
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
備
え

に
万
全
を
期
し
、
一
人
で
も
多
く
の
尊
い

命
を
救
う
た
め
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

日
々
の
鍛
錬
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

使
命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
職
務
に
当
た

っ
て
い
く
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
当
消
防
組
合
に
お
け
る
令
和
元

年
の
救
急
出
動
件
数
は
、
組
合
発
足
以
来

初
め
て
三
千
件
を
上
回
り
、
今
後
も
増
加

が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
は

医
療
機
関
と
の
一
層
の
連
携
に
よ
る
救
急

搬
送
体
制
の
強
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

119だより119だより
「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」

救命は「あなた」の勇気から始まります

応募形式の普通救命講習Ⅰを年間３回、開催しております。各回定員は20名程度です。
胸骨圧迫・人工呼吸・AED取り扱い・応急手当等をしっかり学べます。

詳細は、匝瑳消防署 救急班までご連絡ください。　お問い合わせ先：0479-72-0119

普通救命講習Ⅰ　定期開催について
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